
奈
良
県
に
は
過
去
の
奈
良
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
県
立
の
文

化
施
設
が
あ
る
。
奈
良
の
過

去
を
知
る
こ
と
は
、
日
本
の

歴
史
を
知
り
、
現
在
の
奈
良

を
知
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

今
回
の
特
集
で
は
、
考
古
学

の
研
究
か
ら
先
人
た
ち
の
歴

史
・
文
化
を
解
明
す
る
橿
原

考
古
学
研
究
所
と
そ
の
附
属

博
物
館
、
奈
良
の
先
人
た
ち

の
知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し
た

生
活
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

民
俗
博
物
館
、
奈
良
県
に
関

係
す
る
図
書
や
古
文
書
・
公

文
書
等
を
収
集
・
保
存
す
る

図
書
情
報
館
、
三
つ
の
県
立

施
設
につい
て
紹
介
す
る
。

写真：橿原考古学研究所附属博物館

奈良の  　　　を
知る施設

ル ー ツ



 奈良県立橿原考古学研究所附属博物館
 奈良県橿原市畝傍町 50-2  9：00 ～17：00（入館は16：

30まで）  月曜日（祝日の場合は翌平日）・年末年始（12月28
日～1月4日）

　
橿
原
考
古
学
研
究
所
は
、
奈
良
県
立
の
考
古
学

研
究
施
設
。
考
古
学
は
遺
跡
か
ら
発
掘
し
た
出
土

遺
物
や
建
物
の
跡
な
ど
の
「
モ
ノ
」
を
手
掛
か
り

と
し
、
地
域
や
先
人
の
生
活
・
環
境
を
解
き
明
か

す
た
め
の
学
問
だ
。
橿
原
神
宮
外
苑
整
備
事
業
と

し
て
橿
原
遺
跡
の
調
査
が
行
わ
れ
た
1
9
3
8
年

に
設
立
さ
れ
、
戦
後
の
1
9
5
1
年
に
県
立
の
施

設
と
な
っ
た
。
公
的
な
考
古
学
の
研
究
機
関
と
し

て
は
最
も
古
い
歴
史
を
持
ち
、
奈
良
県
か
ら
出
土

し
た
、
日
本
の
歴
史
上
重
要
な
文
化
財
を
多
数
収

蔵
し
て
い
る
。

　
研
究
所
は
遺
物
の
保
存
管
理
や
調
査
研
究
を
主

に
行
う
。
附
属
博
物
館
で
は
旧
石
器
時
代
か
ら
近

世
に
至
る
ま
で
の
出
土
品
を
収
蔵・保
管
し
、展
示・

公
開
し
て
い
る
。

書庫の資料は、申請することで、閲覧室で閲覧
できる。

藤ノ木古墳出土金銅製鞍金具。藤ノ木古墳出土品はすべて国宝。

調査後の遺物がぎっしり。（非公開エリア）

古事記編纂者、太安萬侶の墓は現地で剝ぎ取り
をした本物を展示。

遺物洗浄作業など、遺物の調査や整理が行われ
ている。（非公開エリア）

アトリウムでの展示の様子。

ユーモラスな表情をした観音寺本馬遺跡（橿原
市・御所市）の土偶。

ミュージアムショップはグッズ・書籍ともに充実し
ている。
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研
究
施
設

　
研
究
所
で
は
、
調
査
や
研
究
、
出
土
遺
物
の
保
存
処
理
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
研
究
所
内
の
作
業
エ
リ
ア
は
非
公
開
だ

が
、
所
内
に
は
一
般
利
用
で
き
る
設
備
も
あ
る
。

　
一
階
の
ア
ト
リ
ウ
ム
で
は
、
同
研
究
所
の
中
で
も
、
発
掘

調
査
と
報
告
書
の
作
成
が
終
わ
っ
て
間
も
な
い
速
報
性
の
高

い
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
3
0
0
人
収
容

の
講
堂
で
は
年
に
数
回
の
講
演
会
や
動
画
上
映
を
開
催
。
二

階
に
あ
る
書
庫
で
は
、
全
国
の
発
掘
調
査
報
告
書・学
会
誌・

論
文
集
な
ど
の
蔵
書
が
約
22
万
冊
も
あ
り
、
所
定
の
手
続
き

を
す
れ
ば
閲
覧
利
用
も
可
能
だ
。

৴
઀
Ń
の
考
古
学
博
物
館

　
附
属
博
物
館
で
は
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
発
掘
調
査

に
よ
る
出
土
資
料
を
展
示
し
て
い
る
。

　
発
掘
の
際
に
年
代
な
ど
を
特
定
す
る
基
準
と
な
る
考
古

資
料
を
「
基
準
資
料
」
と
い
う
。
常
設
展
で
は
、
奈
良
県

出
土
の
基
準
資
料
を
通
じ
、
日
本
史
の
中
で
重
要
な
位
置

を
占
め
る
奈
良
県
の
歴
史
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ら
れ
る
。

　
県
内
出
土
の
出
土
品
だ
け
で
も
国
宝
1
件
、
重
要
文

化
財
12
件
を
含
む
約
1
万
3
0
0
0
点
の
資
料
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。
質
、
量
、
内
容
全
て
が
充
実
し
た
、
日
本

一
の
博
物
館
だ
。
春
秋
に
特
別
展
、
夏
に
は
発
掘
調
査
成

果
の
速
報
展
「
大
和
を
掘
る
」
を
開
催
し
て
い
る
。

 奈良県立橿原考古学研究所
 奈良県橿原市畝傍町１  8： 30 ～17：15  土曜日・日

曜日・祝日・年末年始（12月28日～1月4日）

奈良県立橿原考古学研究所と

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

附属博物館

附属博物館
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館
内
の
常
設
展
示
は
４
つ
の
テ
ー
マ
で
分
か
れ
て
い
る
。

　
「
農
村
の
四
季
」
で
は
、
水
が
貴
重
な
奈
良
な
ら

で
は
の
踏
車
（
田
に
水
を
く
み
上
げ
る
た
め
の
揚
水

水
車
）
を
は
じ
め
と
す
る
稲
作
を
支
え
る
道
具
や
、

行
事
の
祭
祀
道
具
、
写
真
な
ど
を
地
域
色
豊
か
に

展
示
。「
地
域
と
も
の
づ
く
り
」
で
は
、
そ
う
め
ん

や
金
魚
な
ど
の
地
場
産
業
の
歴
史
と
道
具
を
紹
介

す
る
。「
川
と
人
と
の
か
か
わ
り
」
で
は
、
水
運
や

水
害
対
策
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。「
昔
の
く
ら
し
」

で
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
め
頃
の
家
の
中
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
当
時
の
道
具
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
道
具
が
ど
の
よ
う
に
洗
練
さ
れ
て
いっ
た
か
、
時
代

ご
と
の
比
較
も
で
き
る
。

　
民
俗
文
化
財
と
は
、
衣
食
住
、
生
業
、
信
仰
、

年
中
行
事
な
ど
の
、
人
々
の
生
活
の
推
移
を
示
す

も
の
の
こ
と
。
用
具
類
や
施
設
な
ど
の
有
形
民
俗

文
化
財
と
、
年
中
行
事
や
芸
能
な
ど
の
無
形
民
俗

文
化
財
の
二
種
類
が
あ
る
。
民
俗
文
化
財
に
は
、

地
域
独
自
の
生
業
や
生
活
様
式
、
風
土
に
合
わ
せ

る
こ
と
で
生
じ
た
「
地
域
の
個
性
」
が
た
っ
ぷ
り

詰
まって
い
る
。
歴
史
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
特
色

を
知
る
た
め
に
も
ぜ
ひ
訪
れ
て
お
き
た
い
。

　
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
は
大
和
民
俗
公
園
内
に

あ
る
施
設
で
、
奈
良
県
の
有
形
・
無
形
の
民
俗
文

化
財
を
収
集
し
て
い
る
。
館
外
に
は
県
内
各
地
か
ら

江
戸
時
代
の
民
家
９
軒
15
棟
が
移
築
・
復
原
さ
れ
て

い
る
。
週
末
に
は
、地
域
や
外
部
団
体
と
も
協
力
し
、

カ
フェや
コン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベン
ト
を
開
催
。
現

在
の
文
化
も
民
俗
文
化
の一部
で
あ
る
と
考
え
、
コス

プ
レ
撮
影
イ
ベン
ト
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。 奈良県大和郡山市矢田町545  9：00～17：00（入館

は16：30、古民家は16：00まで）  月曜日（月曜日が祝日の
場合は翌平日）・年末年始（12月28日～1月4日）

「吉野林業用具と林産加工用具」は国指定の重
要有形民俗文化財。民俗文化財の国宝といえる。

「昔のくらし」では、大正末期から昭和初め頃の家の中をイメージして展示されている。

体験コーナーでは黒電話や和傘など、古道具に
実際に触れることができる。

館外（大和民俗公園内）に県内各地から移築復原されている古民家９軒15 棟のうち、３棟は国指定重要文化財、
10 棟が県指定有形文化財。写真の旧岩本家住宅（旧室生村・現在の宇陀市にあったもの）は、2023 年に公開
された映画『唄う六人の女』の撮影場所にもなった。土間まで入ることができる。

常設展の他に企画展もある。地域や外部団体と
共催し、様々なジャンルの展示が企画されている。

▲

▲

▲

▲

東入口

西入口

北入口

▲
南入口

正面入口

駐車場

多目的広場

町屋集落

国中集落

吉野集落

宇陀・東山集落

芝生広場

花の広場

児童公園

●旧岩本家住宅

奈良県立民俗博物館

奈良県立民俗博物館・奈良県立大和民俗公園

大和民俗公園案内図
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国
家
の
成
り
立
ち
や
文
化
の
形
成
の
舞
台

と
なっ
た
奈
良
。
そ
ん
な
「
は
じ
ま
り
の
奈

良
」
に
相
応
し
く
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
関
す
る
奈
良
関
係
の
図
書

は
、
３
階
の
ふ
る
さ
と
コ
ー
ナ
ー
や
閉
架
書

庫
に
５
万
冊
あ
ま
り
あ
る
。
ま
た
、
近
世

以
来
の
貴
重
な
古
文
書
や
絵
図
、
和
漢
籍
、

明
治
以
来
の
新
聞
や
歴
史
的
な
公
文
書（
行

政
文
書
）
な
ど
も
貴
重
書
庫
や
閉
架
書
庫

で
保
存
さ
れ
て
い
る
。

書
や
絵
図
な
ど
、
後
世
に
伝
え

る
べ
き
資
料
の
保
存
・
利
用
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
独
立
し
た
公
文
書
館
で
は

な
く
、
図
書
館
併
設
の
た
め
縦

横
に
情
報
へ
ア
ク
セ
ス
が
で
き

る
の
も
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

収
集
・
保
存
だ
け
で
な
く
、
館

自
ら
が
所
蔵
資
料
を
活
用
し
た

テ
ー
マ
展
示
を
積
極
的
に
行
う

ほ
か
、
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
や

ネ
ッ
ト
環
境
で
の
ヴ
ァ
ー
チ
ャ

ル
展
示
な
ど
、
リ
ア
ル
と
ネ
ッ

ト
を
両
輪
と
し
た
重
層
的
な
情

報
発
信
に
務
め
て
い
る
。

　
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
は
単

な
る
図
書
館
で
は
な
く
、
多
く

の
情
報
を
集
積
し
、
利
用
・
発

信
す
る
奈
良
県
の
情
報
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
も
た
せ
よ
う
と

意
図
さ
れ
、
２
０
０
５
年
１１
月

に
開
館
し
た
。
県
の
中
核
的
な

図
書
館
で
あ
る
と
と
も
に
、
奈

良
県
の
歴
史
・
文
化
に
関
す
る

専
門
図
書
館
、
さ
ら
に
情
報
セ

ン
タ
ー
機
能
の
ひ
と
つ
と
し
て

公
文
書
館
機
能
を
あ
わ
せ
も
っ

て
い
る
。

　
公
文
書
館
と
し
て
は
、
奈
良

県
に
関
わ
る
歴
史
的
行
政
文
書

を
は
じ
め
、
近
世
以
来
の
古
文

  奈良県奈良市大安寺西1丁目1000番地  9：00 ～ 
20：00  月曜日（祝日、振替休日の場合は翌平日）・毎月月
末（土、日、月曜日の場合は翌平日）・年末年始（12月28日～
1月4日）

明治から大正時代の奈良県行政文書 6,695 冊が県指定文化財である。

江戸時代の和書の一例 「春日大宮若宮御祭礼図」

貴重な史料は、博物館
の特別展に貸し出され
たり、テレビ・出版物
で紹介されることも。

正倉院宝物が初めて一般公開された明治 8 年の目録
「奈良博覧会物品目録」

Webページの「まほろばデジタルライブラリー」では、高精度
のデジタル画像で古文書や絵図を公開している。

恒温恒湿を保つ設備を備えた貴重書庫は、原資料の宝庫である。 

デジタルスタジオ・オーサリングルーム

写真撮影や音声収録・編集ができるデジタルスタジオや画像・動画
の編集や大判プリンターでポスター印刷もできるオーサリングルーム
など、自ら情報発信するツールも備えている。（要予約・有料）

奈良県立図書情報館


